
荒
木
優
也
提
出

学
位
申
請
論
文
（
課
程
博
士
）

『
西
行
和
歌
の
研
究
―
そ
の
仏
教
的
和
歌
観
を
中
心
に
―
』
審
査
要
旨

論
文
の
内
容
の
要
旨

荒
木
優
也
提
出
論
文
『
西
行
和
歌
の
研
究
―
そ
の
仏
教
的
和
歌
観
を
中
心
に
―
』
は
、
平
安

後
期
に
活
躍
す
る
歌
人
で
あ
る
僧
西
行
の
仏
教
思
想
に
関
わ
る
和
歌
観
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ

る
。
西
行
は
二
十
三
歳
で
出
家
し
て
草
庵
住
ま
い
を
し
、
ま
た
諸
国
を
行
脚
し
な
が
ら
多
く
の

歌
を
詠
ん
だ
。
勅
�
集
の
『
新
古
今
和
歌
集
』
に
は
九
四
首
の
歌
が
取
ら
れ
、
家
集
に
は
『
山

家
集
』、
自
歌
合
に
『
御
裳
濯
河
歌
合
』
な
ど
が
あ
る
。
西
行
は
出
家
し
て
法
名
を
円
位
と
い

い
、
そ
の
こ
と
か
ら
歌
も
出
家
者
と
し
て
の
心
情
・
思
想
を
詠
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
特
質
が
見

ら
れ
る
。
本
論
文
で
は
、
こ
の
西
行
の
出
家
者
と
し
て
詠
ん
だ
和
歌
に
焦
点
を
当
て
、
西
行
の

仏
教
的
和
歌
観
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
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本
論
文
は
、
冒
頭
に
「
本
論
文
の
方
法
と
概
要
」
を
置
き
、
続
い
て
序
論
（
四
章
）、
第
一

部
（
三
章
）、
第
二
部
（
三
章
）、
第
三
部
（
五
章
）、
結
論
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
論
文
は
十
五

本
を
収
録
し
て
い
る
。
本
論
文
の
目
的
は
、
和
歌
に
仏
教
思
想
を
重
ね
詠
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

西
行
が
確
立
し
得
た
事
物
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
（
本
質
）
を
詠
む
方
法
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
あ
る
と
す
る
。
「
序
論

古
代
和
歌
に
お
け
る
仏
教
思
想
の
系
譜
―
西
行
和
歌
前
史
―
」
は
、

西
行
以
前
に
お
け
る
和
歌
と
仏
教
思
想
の
関
わ
り
を
史
的
に
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。「
第
一
章

無
常
落
花
の
美
―
『
春
花
の
散
り
の
ま
が
ひ
』
と
い
う
こ
と
―
」（
一
、
は
じ
め
に
、
二
、

落
花
と
愛
別
離
苦
、
三
、
落
花
と
無
常
、
四
、
お
わ
り
に
）
で
は
、
西
行
に
先
行
し
て
詠
ま
れ

た
『
万
葉
集
』
後
期
の
大
伴
家
持
に
見
え
る
落
花
と
無
常
感
に
つ
い
て
論
じ
る
。「
第
二
章

無
常
と
の
�
藤
―
『
悲
世
間
無
常
歌
』
覚
書
―
」（
一
、
は
じ
め
に
、
二
、
世
間
無
常
の
詩
と

歌
、
三
、
無
常
と
の
�
藤
、
四
、
お
わ
り
に
）
で
は
、
家
持
の
「
悲
世
間
無
常
歌
」
を
取
り
上

げ
て
、
古
代
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
無
常
思
想
と
、
そ
の
無
常
と
の
�
藤
に
よ
り
無
常
の
歌
の
形

成
を
論
じ
る
。「
第
三
章

仮
合
の
悲
し
み
と
浄
土
信
仰
―
仮
れ
る
身
と
無
常
思
想
―
」（
一
、
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は
じ
め
に
、
二
、
浄
土
思
想
の
知
識
、
三
、
仮
合
の
身
の
悲
し
み
、
四
、
お
わ
り
に
）
で
は
、

や
は
り
『
万
葉
集
』
の
山
上
憶
良
の
作
品
に
見
え
る
、
仮
合
の
身
と
し
て
の
存
在
を
悲
し
む
無

常
観
を
取
り
上
げ
、
そ
の
背
後
に
浄
土
思
想
の
存
在
を
確
認
し
て
い
る
。「
第
四
章

歌
語

『
あ
る
か
な
き
か
』
と
空
観
―
貫
之
、
公
任
か
ら
西
行
へ
―
」（
一
、
は
じ
め
に
、
二
、
歌
語

「
あ
る
か
な
き
か
」
の
変
遷
―
貫
之
、
公
任
か
ら
西
行
へ
―
、
三
、「
あ
る
か
な
き
か
」
の
思

想
的
背
景
―
和
歌
と
空
観
―
、
四
、
お
わ
り
に
）
で
は
、
歌
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
「
あ
る
か

な
き
か
」
の
語
が
平
安
期
の
歌
人
か
ら
西
行
へ
と
展
開
す
る
和
歌
の
状
況
を
捉
え
て
い
る
。
こ

の
序
論
で
は
、
仏
教
思
想
が
ど
の
よ
う
に
古
代
和
歌
に
受
容
さ
れ
、
和
歌
と
し
て
形
成
さ
れ
た

か
を
文
学
史
上
に
確
認
し
、
西
行
和
歌
へ
と
到
る
道
筋
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

「
第
一
部

中
世
に
お
け
る
仏
教
的
和
歌
観
―
西
行
と
明
恵
―
」
で
は
、
明
恵
と
西
行
の
和

歌
観
を
華
厳
思
想
か
ら
比
較
し
て
明
恵
と
西
行
の
和
歌
観
の
違
い
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。

「
第
一
章

西
行
と
華
厳
思
想
」（
一
、
は
じ
め
に
、
二
、
教
相
判
釈
と
和
歌
、
三
、
唯
心
思

想
と
西
行
和
歌
、
四
、
お
わ
り
に
）
で
は
、
西
行
和
歌
か
ら
華
厳
思
想
を
読
み
取
り
、
そ
こ
か
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ら
華
厳
教
学
と
西
行
和
歌
と
の
関
係
を
論
じ
る
。「
第
二
章

明
恵
和
歌
と
『
華
厳
唯
心
義
』

―
西
行
へ
の
道
程
―
」（
一
、
は
じ
め
に
、
二
、
心
と
詞
、
三
、
明
恵
の
歌
学
、
四
、
和
歌
と

法
界
―
和
歌
と
世
界
観
の
対
応
―
、
五
、
西
行
か
ら
明
恵
へ
、
六
、
お
わ
り
に
）
で
は
、
明
恵

和
歌
を
取
り
上
げ
て
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
華
厳
唯
心
義
の
思
想
的
状
況
を
捉
え
、
そ
れ
が
西
行

和
歌
と
の
類
似
性
や
相
異
性
を
明
ら
か
に
す
る
。「
第
三
章

山
家
の
心
中
と
折
敷
の
ふ
ち
―

『
山
家
心
中
集
』
巻
末
の
構
成
に
つ
い
て
―
」
（
一
、
は
じ
め
に
、
二
、
樒
の
美
の
発
見
、
三
、

非
情
か
ら
の
啓
示
、
四
、
歌
語
「
折
敷
の
ふ
ち
」
を
め
ぐ
る
歌
の
展
開
―
『
山
家
集
』
か
ら

『
山
家
心
中
集
』
へ
―
、
五
、
お
わ
り
に
）
で
は
、
西
行
が
自
ら
の
歌
集
で
あ
る
『
山
家
集
』

か
ら
抜
き
出
し
た
『
山
家
心
中
集
』
の
「
閼
伽
の
折
敷
の
ふ
ち
」
の
歌
を
取
り
上
げ
て
、
こ
の

歌
が
『
山
家
心
中
集
』
に
改
め
て
収
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
新
た
な
意
義
を
持
つ
歌
と
し
て
再
生

し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
る
。

「
第
二
部

中
世
和
歌
と
仏
教
思
想
―
天
人
感
応
の
詩
学
か
ら
西
行
和
歌
へ
―
」
で
は
、
藤

原
教
長
・
西
行
・
慈
円
が
そ
れ
ぞ
れ
和
歌
に
よ
っ
て
仏
教
思
想
と
現
実
を
重
ね
て
行
く
志
向
の
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あ
る
こ
と
を
論
じ
る
。
「
第
一
章

偈
頌
と
し
て
の
和
歌
―
藤
原
教
長
『
十
楽
歌
』
の
意
図
―
」

（
一
、
は
じ
め
に
、
二
、「
十
楽
歌
」
と
『
往
生
要
集
』、「
三
、
教
長
の
歌
学
―
天
人
感
応
の

詩
学
の
展
開
―
、
四
、
偈
頌
と
し
て
の
和
歌
、
五
、
お
わ
り
に
）
で
は
、
崇
徳
院
の
側
近
で
あ

っ
た
藤
原
教
長
の
「
十
楽
歌
」
の
序
文
を
取
り
上
げ
て
、
そ
こ
に
は
天
人
感
応
の
歌
学
が
意
識

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
和
歌
は
偈
頌
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
こ
と
を
論
じ
る
。「
第
二
章

『
御
裳
濯
河
歌
合
』
の
形
成
―
空
海
『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
と
の
関
係
か
ら
―
」（
一
、

は
じ
め
に
、
二
、
歌
合
と
天
人
感
応
の
詩
学
、
三
、
西
行
の
和
歌
と
仏
教
思
想
、
四
、『
御
裳

濯
河
歌
合
』
と
神
仏
思
想
、
五
、
お
わ
り
に
）
で
は
、
西
行
の
『
御
裳
濯
河
歌
合
』
の
形
成
の

問
題
を
取
り
上
げ
て
、
そ
こ
に
は
西
行
の
仏
教
思
想
の
み
で
は
な
く
、
神
仏
習
合
に
よ
る
和
歌

の
姿
と
と
も
に
神
・
仏
・
儒
の
相
対
す
る
思
想
が
詠
ま
れ
、
そ
の
止
揚
と
し
て
空
海
の
十
住
心

体
系
が
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
る
。「
第
三
章
「
法
華
経
二
十
八
品
和
歌
」
と
歌
枕
―

慈
円
『
法
華
要
文
百
首
』
考
―
」（
一
、
は
じ
め
に
、
二
、『
法
華
経
』
世
界
と
日
本
を
重
ね
合

わ
せ
る
、
三
、『
法
華
経
』
と
歌
枕
の
共
鳴
、
四
、
お
わ
り
に
）
で
は
、「
法
華
二
十
八
品
和
歌
」
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の
中
で
も
、
慈
円
の
『
法
華
要
文
百
首
』
を
取
り
上
げ
て
、
そ
こ
に
見
え
る
歌
枕
が
『
法
華
経
』

の
故
事
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
、
そ
こ
に
は
国
を
統
治
す
る
君
の
支
配
地
と
重
ね
る
意
図
の

存
在
す
る
こ
と
を
論
じ
る
。

「
第
三
部

西
行
に
お
け
る
仏
教
的
和
歌
観
の
詠
法
」
で
は
、
煩
悩
即
菩
提
の
よ
う
な
仏
教

理
念
を
直
接
的
に
詠
み
込
ま
な
く
と
も
、
そ
の
歌
に
釈
教
歌
的
性
格
が
十
分
に
認
め
ら
れ
る
こ

と
を
論
じ
る
。「
第
一
章

花
を
惜
し
む
心
―
『
山
家
心
中
集
』
二
十
七
番
歌
と
唯
心
―
」（
一
、

は
じ
め
に
、
二
、
花
の
種
と
唯
心
、
三
、『
山
家
集
』
か
ら
『
山
家
心
中
集
』
へ
の
解
釈
の
変

容
、
四
、
お
わ
り
に
）
で
は
、
西
行
の
『
山
家
心
中
集
』
に
見
え
る
「
花
を
惜
し
む
心
」
を
通

し
て
、『
山
家
集
』
か
ら
『
山
家
心
中
集
』
へ
到
る
道
筋
に
花
を
惜
し
む
心
の
変
容
が
視
ら
れ

る
こ
と
を
論
じ
る
。「
第
二
章

月
に
鳴
く
心
―
『
聞
書
集
』「
月
前
郭
公
」
歌
の
解
釈
―
」

（
一
、
は
じ
め
に
、
二
、「
月
前
郭
公
」
題
の
本
意
、
三
、
釈
教
歌
か
ら
「
月
前
郭
公
」
へ
、

四
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
歌
の
系
譜
か
ら
「
月
前
郭
公
」
へ
、
五
、
お
わ
り
に
）
で
は
、『
聞
書
集
』

に
見
え
る
「
月
前
郭
公
」
の
歌
を
通
し
て
釈
教
的
性
格
と
の
関
係
を
論
じ
る
。「
第
三
章

露
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に
置
く
心
―
『
御
裳
濯
河
歌
合
』
十
八
番
左
歌
の
解
釈
―
」（
一
、
は
じ
め
に
、
二
、「
お
ほ
か

た
の
露
」
と
「
涙
」
の
対
比
、
三
、
俊
成
判
詞
の
意
義
、
四
、〈
露
に
置
く
心
〉
と
神
楽
歌
の

「
朝
日
子
」、
五
、
お
わ
り
に
）
で
は
、『
御
裳
濯
河
歌
合
』
に
見
え
る
十
八
番
左
歌
に
付
さ
れ

た
俊
成
判
詞
の
意
義
や
、
こ
の
歌
と
神
楽
歌
の
「
朝
日
子
」
と
の
関
係
を
論
じ
る
。「
第
四
章

鏡
に
う
つ
る
心
―
『
人
の
心
の
う
ち
』
を
捉
え
る
こ
と
―
」（
一
、
は
じ
め
に
、
二
、『
山
家

心
中
集
』「
月
前
野
花
」
詠
と
「
野
守
の
鏡
」、
三
、『
聞
書
集
』「
安
楽
行
品
」
詠
の
鏡
、
四
、

「
歌
の
深
き
道
」
と
三
諦
円
融
へ
の
道
、
五
、
お
わ
り
に
）
で
は
、『
山
家
心
中
集
』
に
見
え

る
「
月
前
野
花
」
の
歌
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
典
拠
で
あ
る
「
野
守
の
鏡
」
の
故
事
の
背
後
に

三
諦
円
融
へ
と
繋
が
る
世
界
が
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。「
第
五
章

跡
な
き
心
―
沙
弥
満
誓

「
よ
の
な
か
を
」
歌
享
受
史
か
ら
見
る
西
行
―
」（
一
、
は
じ
め
に
、
二
、
慈
円
側
か
ら
の
解

釈
、
三
、
満
誓
歌
の
享
受
と
そ
の
展
開
、
四
、
満
誓
か
ら
西
行
へ
―
和
歌
と
空
観
―
、
五
、
お

わ
り
に
）
で
は
、『
万
葉
集
』
か
ら
始
ま
る
「
世
の
中
」
を
詠
む
仏
教
的
内
容
の
歌
の
系
譜
を

た
ど
り
、
西
行
和
歌
が
空
観
を
獲
得
す
る
姿
を
論
じ
て
い
る
。
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以
上
の
本
論
の
後
に
結
論
が
加
え
ら
れ
て
、
各
論
の
ま
と
め
と
今
後
の
課
題
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

荒
木
優
也
提
出
論
文
「
西
行
和
歌
の
研
究
―
そ
の
仏
教
的
和
歌
観
を
中
心
に
―
」
は
、
仏
教

思
想
を
通
し
て
西
行
の
和
歌
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
論
文
の
中
心
と
す
る
目
的
は
、

漓
仏
典
を
直
接
の
典
拠
と
す
る
和
歌
に
お
い
て
、
西
行
が
和
歌
の
類
型
的
表
現＝

（
和
歌

の
論
理
）
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仏
教
思
想
を
一
首
の
う
ち
に
形
象
せ
し
め
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と
の
指
摘
。

滷
四
季
の
自
然
を
歌
う
歌
の
表
現
の
繋
が
り
に
飛
躍
が
生
じ
て
い
る
場
合
（＝

和
歌
の
論

理
の
み
で
は
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
表
現
に
な
る
の
か
覆
い
き
れ
な
い
場
合
）、
そ
の
背
後

に
仏
教
思
想
の
論
理
が
働
い
て
お
り
、西
行
が
現
実
の
世
界
の
有
様
を
捉
え
る
た
め
に
、
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仏
教
の
論
理
に
よ
っ
て
把
握
を
試
み
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と
の
確
認
。
ま
た
、
そ

れ
が
衰
退
し
て
い
た
和
歌
表
現
に
対
す
る
賦
活
の
意
味
を
持
っ
た
こ
と
の
確
認
。

澆
和
歌
の
伝
統
的
表
現
が
そ
の
ま
ま
仏
教
的
理
念
を
表
現
と
し
て
読
み
替
え
得
る
よ
う
な
、

多
義
的
な
表
現
を
西
行
が
積
極
的
に
目
指
し
て
お
り
、
そ
れ
は
結
果
と
し
て
、
俗
人
が

世
俗
性
を
捉
え
る
行
為
と
、
仏
教
者
が
世
界
の
実
相
を
捉
え
る
行
為
の
一
致
を
示
す
も

の
と
な
る
こ
と
の
確
認
。

の
三
点
に
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
通
し
て
、
西
行
和
歌
の
生
成
す
る
状
況
を
動
的

に
捉
え
よ
う
と
す
る
の
が
、
本
論
文
の
眼
目
と
言
え
る
。
何
よ
り
も
仏
典
の
説
く
仏
教
思
想
を

理
解
し
、そ
れ
を
元
に
西
行
の
歌
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
真
摯
な
努
力
の
跡
が
認
め
ら
れ
る
。

以
下
に
、
本
論
文
が
果
た
し
た
意
義
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
中
心
と
な
る
論
文
か
ら
確
認
し

た
い
。

第
一
部
は
、
明
恵
と
西
行
の
和
歌
観
を
華
厳
思
想
か
ら
比
較
し
て
明
恵
と
西
行
の
和
歌
観
の

違
い
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
第
一
章
「
西
行
と
華
厳
思
想
」
で
は
、「
明
恵
上
人
伝
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記
」
の
逸
話
と
し
て
西
行
が
明
恵
に
語
っ
た
と
言
う
和
歌
観
を
起
点
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
西
行

和
歌
に
華
厳
思
想
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
こ
の
華
厳
思
想
は
院
政
期
の
藤
原
俊
成

『
久
安
百
首
』「
釈
教
」
に
教
相
判
釈
（
仏
教
経
典
を
そ
の
相
（
内
容
）
に
よ
り
高
低
・
浅
深

を
判
定
し
解
釈
）
の
歌
の
一
部
と
し
て
「
唯
心
偈
」
を
題
と
す
る
歌
が
数
首
詠
ま
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
華
厳
宗
に
限
ら
ず
諸
宗
で
享
受
さ
れ
た
思
想
で
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
和
歌
の
題
に

取
り
込
ま
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
西
行
「
聞
書
集
」
の
「
三
界
唯
一
心

心
外

無
別
法

心
仏
及
衆
生

是
三
无
差
別

ひ
と
つ
根
に
心
の
種
の
生
ひ
出
で
て
花
咲
き
実
を
ば

結
ぶ
な
り
け
り
」
の
歌
は
、
華
厳
思
想
享
受
に
依
拠
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
唯
心
偈

を
直
接
に
詠
む
も
の
で
あ
る
よ
り
も
、〈
花
〉
と
〈
唯
心
〉
と
を
取
り
合
わ
せ
る
和
歌
的
論
理

に
立
脚
し
て
詠
ま
れ
た
も
の
と
結
論
す
る
。
こ
こ
で
の
分
析
や
結
論
は
穏
当
で
あ
り
、
西
行
和

歌
と
仏
教
思
想
と
の
関
係
が
的
確
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

第
二
部
は
、
藤
原
教
長
・
西
行
・
慈
円
が
そ
れ
ぞ
れ
和
歌
に
よ
っ
て
仏
教
思
想
と
現
実
を
重

ね
る
志
向
の
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
が
、
中
世
和
歌
と
仏
教
思
想
を
天
人
感
応
の
詩
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学
と
言
う
視
座
か
ら
捉
え
、
そ
れ
が
西
行
和
歌
へ
と
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
か
を
問
う
論
で
あ

る
。
特
に
第
二
章
の
「『
御
裳
濯
河
歌
合
』
の
形
成
―
空
海
『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
と
の

関
係
か
ら
―
」
で
は
、
神
宮
に
奉
納
さ
れ
た
西
行
和
歌
は
大
日
如
来
が
垂
迹
す
る
内
宮
に
奉
納

す
る
こ
と
で
神
仏
と
の
関
わ
り
に
主
旨
が
あ
り
、
そ
の
背
後
に
空
海
の
『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心

論
』
の
思
想
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
諸
宗
派
の
隔
た
り
を
超
え
た
融
即
的
境
地
に
立
っ
て
、

い
ま
目
の
前
に
あ
る
自
然
を
そ
の
ま
ま
浄
土
に
転
位
せ
し
め
る
視
点
を
産
み
出
し
、
和
歌
に
よ

る
神
仏
感
応
に
よ
り
そ
れ
を
現
出
さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の

第
二
部
で
は
藤
原
教
長
・
西
行
・
慈
円
が
和
歌
で
仏
教
的
世
界
と
現
実
世
界
を
重
ね
て
い
く
こ

と
の
意
味
を
論
じ
、
中
世
を
代
表
す
る
三
人
の
歌
人
の
和
歌
を
詠
む
態
度
を
具
体
的
に
闡
明
し

た
意
義
は
大
き
く
、
そ
の
よ
う
な
態
度
の
中
か
ら
和
歌
表
現
は
深
め
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
「
煩
悩

即
菩
提
」「
生
死
即
涅
槃
」
に
近
づ
く
こ
と
が
志
向
さ
れ
て
い
る
と
言
う
指
摘
は
、
中
世
和
歌

の
展
開
を
考
え
る
上
で
の
重
要
な
内
容
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
第
三
部
は
煩
悩
即
菩
提
を
表
す
よ
う
な
仏
教
語
を
表
面
化
せ
ず
に
、
そ
の
歌
に
釈
教
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歌
的
性
格
が
十
分
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
第
四
章
「
鏡
に
う
つ

る
心
―
『
人
の
心
の
う
ち
』
を
捉
え
る
こ
と
―
」
で
は
、
「
月
前
野
花
」
の
歌
を
対
象
と
し
て
、

こ
れ
が
『
聞
書
集
』
の
安
楽
行
品
詠
と
同
様
に
鏡
へ
の
関
心
が
あ
り
、
月
前
の
鏡
に
映
し
出
さ

れ
た
花
の
色
は
虚
像
で
あ
り
、
そ
れ
は
映
し
出
さ
れ
る
こ
と
で
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、

こ
こ
に
は
『
摩
訶
止
観
』
の
〈
中
諦
〉
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
、
こ
れ
に
対
し
て
「
安
楽
行
品
」

詠
は
、〈
仮
諦
〉
を
否
定
す
る
〈
空
諦
〉
に
「
仏
の
悟
り
」
を
留
め
な
い
た
め
に
、〈
中
諦
〉
を

示
す
「
鏡
」
に
お
い
て
詠
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
、
こ
の
こ
と
か
ら
、「
鏡
」
は

〈
中
諦
〉、「
花
の
色
」
は
〈
仮
諦
〉、「
悟
り
」
は
〈
空
諦
〉
を
示
す
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

論
証
も
丹
念
で
あ
り
、
西
行
和
歌
の
姿
を
取
り
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
五
章
の
「
跡
な
き
心
」

の
論
は
、
西
行
晩
年
の
無
動
寺
で
の
歌
を
沙
弥
満
誓
の
歌
の
享
受
史
を
通
し
、
こ
こ
に
は
無
常

観
か
ら
空
観
へ
と
展
開
し
て
い
る
西
行
和
歌
の
深
ま
り
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
を
西
行
晩
年
の
一

つ
の
達
成
と
見
る
。
こ
れ
ら
の
論
は
、
西
行
和
歌
の
具
体
的
な
分
析
に
基
づ
い
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
仏
教
思
想
の
把
握
も
正
当
で
あ
り
、
導
か
れ
た
結
論
も
妥
当
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
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本
論
文
が
目
指
し
た
西
行
和
歌
論
は
、
根
本
的
に
は
西
行
の
歌
に
二
重
性
を
読
も
う
と
す
る

も
の
で
あ
り
、
仏
教
思
想
を
詠
ん
だ
歌
に
は
和
歌
的
論
理
を
、
和
歌
的
な
論
理
に
従
っ
た
自
然

詠
に
は
そ
の
背
後
に
仏
教
思
想
を
想
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
和
歌
の
読

解
が
時
に
「
深
読
み
」
に
陥
る
嫌
い
が
な
い
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
ま
だ
多
く
の
課
題
を
残

し
な
が
ら
も
、
こ
こ
に
描
き
出
さ
れ
た
西
行
和
歌
の
像
が
、
全
体
と
し
て
意
義
あ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
本
論
文
は
そ
の
目
的
の
た
め
に
、
で
き
る
限
り
客
観
性
を
保
と
う
と

努
力
し
て
お
り
、
多
く
の
類
例
か
ら
解
釈
を
下
そ
う
と
し
、
仏
典
の
引
例
も
な
る
べ
く
西
行
が

実
際
に
眼
に
し
た
で
あ
ろ
う
も
の
か
ら
立
論
し
、
ま
た
当
時
の
理
論
的
解
釈
の
あ
り
方
に
留
意

す
る
な
ど
、
周
到
な
操
作
が
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
作
業
の
結
果
と
し
て
、
新
見
も
随
所
に
見

ら
れ
る
の
で
あ
り
、
今
後
も
こ
れ
ら
の
論
文
を
基
本
と
し
て
さ
ら
に
新
た
な
展
開
を
も
た
ら
す

力
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
よ
っ
て
本
論
文
の
提
出
者
荒
木
優
也
は
、
博
士
（
文
学
）
の
学
位

を
授
与
せ
ら
れ
る
資
格
が
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
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